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物質世界の変化としての時間：《waiting-cabin 宇宙瞑想》における人間、植物、機械
梅田  拓也
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近年、バイオ・アートと総称される、生物工学を応用した芸

術に注目が集まっている。↖この背景には、生命現象を観測・

分析・操作するための技術の発展と、それを応用した新しい

表現を模索する芸術家たちの想像力があるが、他方で、現代

の人類が生態系や地球環境に回復不能なダメージを与えて

いることへの世界的な問題意識もある。人間中心主義的な思

想や社会制度を批判し、動植物や地球環境や技術を含めた、

新たな生の様態や倫理が求められている。この喫緊の課題を

解く可能性が、バイオ・アートに期待されている。

森公一＋真下武久の《waiting-cabin

宇宙瞑想》も、この問

題について考える端緒を与えてくれる 。↖このインスタレー

ションでは、京都の妙喜庵という寺院にあり千利休が設計し

たと伝えられる、待庵という茶室を模したフレームが設置さ

↙ 

清水知子「生資本主義時代の生と芸術—

クトゥルー新世・人工生

命・生哲学」伊藤守編『コミュニケーション資本主義と〈コモン〉の探

求』、東京大学出版会、2019

年の記述を参照。

↙ 

このテクストの執筆時、この作品は完成していなかった。以下の記

述は、森氏から筆者が聞き取った内容に依るものである。
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れている。フレームの中には、ある植物とその体表面の温度

を測定する装置が据えられ、フレームの外には、鑑賞者が座

るための椅子と、鑑賞者の呼吸を測定する装置、そして音響

装置が備え付けられている。作品の鑑賞者が椅子に座って瞑

想すると、鑑賞者の呼吸の変化が測定され、そのデータに応

じて空間の照明が調整される。また、植物は鑑賞者の呼気と

照明の光に応じて光合成し、体表面の温度を変化させる。そ

の温度変化も測定され、そのデータに応じて音響装置から音

が再生される。つまりこの作品は、人間、植物、機械という

主体のあいだに紡がれる関係性を、音や光というかたちで露

わにすることを図っているのだ。

この《waiting-cabin 宇宙瞑想》が露わにする人間、植物、機

械の関係性をどのように捉えるべきだろうか。これを考える

ために、この三者が共有している「時間」とは何かというこ

とを糸口にしてみよう。《waiting-cabin 宇宙瞑想》というタ

イトルから分かるように、この作品に参与する鑑賞者と植物

と機械は、何かが訪れる時を待っていることが示唆されてい

る。その三者は、その時間をどのように経験しているのだろ

うか。
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*人間は普通、時間が流れているという事態を、事物の運動を

介して把握する。例えば、太陽が昇って沈んだので１日が終

わったとか、時計の秒針が１周したので１分経った、というよ

うに。つまり、時間の経過とは、過去に知覚された事物の運

動を意識のうちに留め、現在知覚されるものと比べることで

把握される。

しかし、哲学者のアンリ・ベルクソンは、このような時間の

把握のあり方は、本来的なものではないと捉えていた 。↖と

いうのも、ここで捉えられているのは空間の中に存在する事

物の類推で捉えられた「物質化された時間」であり、物体の

「量的」で「等質」な関係性を密輸入した捉え方になってい

るからだ。ベルクソンは、時間とは本来意識に与えられた「純

粋な持続」であり、「質的」で「多様」なものだと論じた。つ

まり彼は、人間の経験する時間を、量的に把握される空間的

時間と、質的に把握される持続そのものに区別したのだ。こ

の時間の捉え方は、哲学的な議論ではあるが、私たちが「時

間」という言葉で常識的に意味するものに近いようにも思える。

↙ 
�
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の第2章を参照。引用に際しては中村文郎の訳（邦題

『時間と自由』）を参照した。
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だが、時間をこのように捉えると、《waiting-cabin 宇宙瞑想》

にはある困難が起きる。人間の鑑賞者は作品の中で過ごす

時間を、自らの意識に与えられたものとして経験するだろう。

しかし、意識をもたない植物や機械といった主体には、この

意味での時間を経験することができない。そうすると、この

作品の中で人間と植物と機械は、共に「待つ」ことに失敗し

ていることになる。
**植物にとっての時間とは何なのだろうか。動物は、脳や中枢

神経系があり意識や記憶を持つため、人間と同じようなしか

たで時間を経験していると言えるかもしれない。ベルクソンも

動物が「純粋持続」を経験している可能性は認めていた。だ

が、神経系を持たない植物にとっての時間とはいかなるもの

なのだろうか。

植物は、動物のように移動できないので、日照時間や気温や

土壌などの自己の周辺環境の変化に完全に依存して生きて

いる。だから植物は、一日や季節の周期的な変化に適応す

るための、いわゆる生体時計をもっている。例えば、太陽か

らの光の量によって葉や花弁は日周運動を繰り返しているし、

細胞培養や発光も概日的なリズムで起きている。また、季節

ごとの温度の変化によって、成長や結実の周期を制御してい
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る↖。さらに、生物学者の遠藤求によると、近年の研究では、

植物は葉肉や維管束などの細胞や組織ごとに異なる生物時

計をもち、それに基づいて様々
な生理応答をおこしているこ

とが明らかになっている↖。つまり、植物にとっての時間とは、

太陽の光や土壌の養分や体内を循環する水分といった、物質

世界の変化そのものとして現れている。

よく考えてみると、人間もこの意味での時間を経験している、

例えば、いわゆる時差ボケは、日照時間の異なる地域に高速

で移動することで、生体時計が混乱して起きる現象である。

《waiting-cabin 宇宙瞑想》が人間と植物の気体交換という

プロセスを可視化することで表したのは、両者が物質世界の

変化という意味の時間を共有していることだったと言えない

だろうか。

では、意識もなければ生物でもない機械は、人間と植物が共

有している時間から締め出されるのだろうか。確かに、この

作品を人間と植物の関係性に注目してみるとき、それを仲立
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（網野真一・駒嶺穆監訳『植物生理学』、シュプリンガー・フェア

ラーク東京、2004

年）の第9章と第25章を参照。

↙ 

遠藤求「植物は時間をどこで測っているのか」（『SYNODOS』、

2016. 03. 03., https://synodos.jp/opinion/science/16334/：2021. 12. 28.閲

覧）を参照。
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ちする装置は後景に退く。だが、このように捉えると、この

作品が表象する機械のあり方を捉え損ねてしまうのではない

だろうか。

***機械にはどのように時間が与えられているのだろうか。この

作品において、センサーや照明や音響機器を制御しているの

は、当然ながらコンピュータである。メディア研究者のフリー

ドリヒ・キットラーは、コンピュータの扱う時間とは、電子

回路内の演算によって可能になる「シミュレーションの時間」

であることを強調した↖。だがそうだとすると、コンピュー

タにとっての時間とは、キットラーが嬉々
として語るフーリエ

変換のような演算過程であり、そこに物質世界の介在する余

地はないということになるのだろうか。

人間の呼吸を感知し分析する際も、植物の温度変化を感知し

分析する際も、それらに応じて照明や音響を制御する際も、

コンピュータは時間を変数として呼び出している。この時間

↙ 
�>510>5/4

��
5@@81>y���

1-8��
59
1�

:
-8E?5?�x��

59
1�

D5?��

-:
5<A
8-@5;:

x�
5:
y�
>-/A8-?��1>9

š/4@:5?y��1/4:5?/41��/4>5ȷ
1:x��

1/8-9
x�τόόφ

を参照。



54

�/4@F15@A4>�ʉ;01>��-/7A<ʕ�
4>ʊw�

51?1�9
5??@�051�#15@�9

5@��
5821�15:1?�5:�051��

ۋ0<-
->1�

5:@13>51>@1:��/4-8@7>15?1?x�01>�-A/4�.15�-A?31?/4-8@1@19
��;9

<A@1>�15:1:;ۊ�>��
582?.-@-

ۋ�@?15>?51�31<1@
15@1>@5/7@w��159

�:š/4?@1:��
;/42-4>1:�01?��;9

<A@1>?ۋ�
5>0�051��E?@19

-

A4>�9
5@�01>��/4@F15@A4>�?E:/4>;:5?51>@x�0-9

5@�0-?��E?@19
�051�7;>>17@1:�#15@0-@1:�FA>�

�1>2Ȉ3A:3�4-@w�


51��/4-8@A:3�01>��/4@F15@A4>�.-?51>@�-A2�019

?18.1:��>5:F5<ۋ�
51�051��

A->FA4>1:x�051�

ۋ
5>�-9

��
-:03181:7�@>-31:y�019

�<51F;1817@>5?/41:��ȱ17@x�01>�0-2Ȉ>�?;>3@x�0-??��1?@-

7ǌ><1>x�-A2�051�9
1/4-:5?/41>�

>A/7�-A?31Ȉ.@ۋ�
5>0x�15:1�FA�051?19

�
>A/7�<>;<;>@5;ʕ

:-81�1817@>5?/41��<-::A:3�1>F1A31:w��1?;:01>?��
A->F7>5?@-881�8-??1:�?5/4�0A>/4�15:1�

1817@>5?/41��<-::A:3�0-FA�-:>131:x�54>1>?15@?�15:1� 
1/4?18?<-::A:3�9

5@�4;/43>-053�

7;:?@-:@1>��>1=A1:F�FA�<>;0AF51>1:w�
51��/4@F15@A4>�9

-/4@�?5/4�051?1��531:?/4-ȷ�

�FA:A@F1�A:0�9
5??@�051�#15@�9

5@45821�15:1>��
A->F;?F588-@;>ʕ�/4-8@A:3w��:�051?19

��5::1�

5?@�#15@�-A/4�2Ȉ>�051��
-?/45:1�59

��1>:�15:1��1>š:01>A:3�01>�?@;ȹ
5/41:� 

18@xۋ�
1::-

3815/4�:-/4�15:19
�A:3815/4�15:2-/41>1:��

1/4-:5?9
A?�-8?�1?�.15��

1:?/41:�;01>��ȳ-:-

F1:�01>��-88�5?@w�������

はどうやって計測されているのか。実は大きく分けて2つある

↖。1つはシステムクロックと呼ばれる、オペレーティングシ

ステムによって計測され管理される時間だ。だが、これはコ

ンピュータの電源を切ると計測が止まってしまう。そこでも

う1つの、リアルタイムクロック（バックアップクロック）が

用いられる。これは、ハードウェアに組み込まれた回路が計

測している時間で、コンピュータの電源が切れている間も別

電源で時間を刻み続けている。次回起動時に、このリアルタ

イムクロックの情報とシステムクロックの情報を同期させる

ことで、コンピュータは時間を取得できるのだ。

　
このリアルタイムクロックの回路は、原理的には私たちが

腕につけているクォーツ式の時計と同じ仕組みである。物体

に圧力をかけると、それに比例した電気を発生させるという

現象（圧電効果）がある。特に水晶は、電圧をかけると、高

精度の周波数の電気を発生させる性質がある。リアルタイム

クロックはこの性質を利用した水晶発振器という回路を用い

て時間を測定している。つまり、機械にとっての時間もまた、

人間や植物と比べるとはるかに単純な仕組みではあるが、物

質世界の変化をその根底においているのである。
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澤康文他訳『オペレーティングシステム—

設計と実装』第3版、昭和情

報プロセス株式会社、2007

年）の第2章第8節を参照
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****ここまで《waiting-cabin 宇宙瞑想》の中で表象される人間、

植物、機械の関係性を、「時間」を糸口として考察してきた。

「時間」を意識に与えられたものとして捉えるとき、この作

品の中で人間と植物と機械が同じ世界を共有していると捉

えることはできなくなる。しかし、「時間」を物質世界の変

化そのものとして捉えるとき、この作品の中で人間と植物と

機械が同じ世界を共有していることが露わになる。人間や植

物や機械、さらに動物や地球環境や宇宙も含めた複雑な関係

性を組み直すという課題に取り組むためには、「時間」のよう

に私たちの生活にとって最も根本的な概念の位置づけをずら

すことが求められるのである。

しかし、その物質世界の変化としての時間は、私たちにとって

捉えきれないほど複雑なものである。上記で見たように、人

間も植物も機械も、その複雑性を周期的な変化として処理し

ているが、その総体を把捉することはできない。私たちは、時

計の針が一周することを、太陽が昇ることを、原子が揺れ動

くことを、ただ待つことしかできない。この作品が表象して

いたのは、そのような物質世界の複雑さの中でもがいている、

私たちの無力さだったのではないだろうか。


